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今
年
４
月
中
旬
に
『
も

う
中
国
と
は
「
共
助
」
で

な
い
と
い
け
な
い
』（
日

本
僑
報
社
）を
出
版
し
た
。

日
中
識
者
８
人
と
の
対
談

集
で
あ
る
。
そ
の
第
２
章

に
登
場
す
る
の
は
さ
く
ら

共
同
法
律
事
務
所
所
長
弁

護
士
で
中
国
残
留
孤
児
の

国
籍
取
得
を
支
援
す
る
会

会
長
の
河
合
弘
之
氏
だ
。

　

１
９
８
１
年
11
月
22
日

の
朝
日
新
聞
夕
刊
「
中
国

孤
児
の
徐
明
さ
ん
母
子
」

「
祖
国
の
年
の
瀬　

肌
寒

く
」「『
ま
ぶ
た
の
父
』
は

別
人
だ
っ
た
」
の
見
出
し

を
見
た
旧
満
州
新
京
市

（
現
・
中
国
長
春
市
）
生

ま
れ
で
家
族
と
と
も
に
引

揚
船
で
帰
国
が
か
な
っ
た

河
合
弁
護
士
は
他
人
事
と

思
え
な
か
っ
た
。「
徐
明

さ
ん
を
支
援
す
る
会
」
に

「
訴
訟
よ
り
も
家
裁
に
日

本
人
子
女
だ
と
立
証
す
る

『
就
籍
』
の
方
法
で
日
本

国
籍
を
取
得
し
よ
う
」
と

提
案
。
幸
い
徐
さ
ん
が
持

参
し
て
い
た
中
国
の
公
証

処
発
行
「
日
本
人
孤
児
証

明
書
」
が
効
き
半
年
後
に

今
村
明
子
名
で
国
籍
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

当
時
の
今
村
さ
ん
は
日

本
語
が
壁
で
転
職
を
繰
り

返
し
て
い
た
。
河
合
弁
護

士
か
ら
「
僕
の
事
務
所

で
『
日
本
国
籍
の
取
得
サ

ポ
ー
ト
』
を
担
当
し
な
い

か
？
」
と
言
わ
れ
る
と
２

つ
返
事
で
了
解
し
た
。
陳

述
書
提
出
の
際
に
は
中
国

語
し
か
で
き
な
い
帰
国
者

に
電
話
や
訪
問
で
手
続
き

に
必
要
な
書
類
を
集
め
て

い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
中

国
残
留
孤
児
の
就
籍
に
よ

る
国
籍
取
得
は
１
２
５
０

ラ
イ
タ
ー
　
土
屋
雄
二
郎

西
多
摩
霊
園
の
「
中
国
帰
国
者
之
墓
」

河
合
弘
之
弁
護
士
が
語
る人

超
に
上
る
。

　

こ
の
間
、
今
村
さ
ん
は

妹
を
探
し
て
い
た
茨
城
県

の
池
田
姉
妹
と
偶
然
出
会

い
、Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
、

「
99
・
９
９
９
％
姉
妹
」

と
出
て
51
年
ぶ
り
に
本
名

「
池
田
澄
江
」
を
名
乗
る
。

　

そ
れ
で
も
帰
国
者
た
ち

の
生
活
は
日
々
困
窮
し
て

い
て
「
早
期
帰
国
実
現
義

務
違
反
」
と
「
自
立
支
援

義
務
違
反
」
の
２
つ
を
根

拠
に
国
賠
訴
訟
を
起
こ

す
。
そ
の
原
告
団
長
は
池

田
さ
ん
が
務
め
た
。だ
が
、

東
京
地
裁
判
決
が
酷
い
内

容
で
メ
デ
ィ
ア
が
同
情
、

与
党
Ｐ
Ｔ
座
長
の
野
田
毅

衆
院
議
員
（
当
時
）
が
第

１
次
安
倍
政
権
に
働
き
か

け
、
生
活
保
護
の
約
１
・

５
倍
に
当
た
る「
新
施
策
」

が
決
ま
っ
た
。

　

河
合
弁
護
士
は
中
国
帰

国
者
の
遺
骨
が
各
家
の
テ

レ
ビ
台
や
押
し
入
れ
に

放
置
さ
れ
て
い
る
と
聞

き
、
そ
れ
で
は
成
仏
で
き

な
い
と
思
い
、
既
に
購
入

し
て
い
た
あ
き
る
野
市
菅

生
「
西
多
摩
霊
園
」
２
区

画
を
、
自
分
た
ち
の
両
親

は
ま
だ
当
分
健
在
だ
ろ
う

中
友
好
の
家
理
事

長
の
池
田
さ
ん
た

ち
が
担
っ
て
い

か
ら
と
提
供
を
決
意
。
河

合
弁
護
士
は
「
木
の
葉
は

枯
れ
落
ち
て
根
も
と
に
帰

る
こ
と
か
ら
、
他
郷
を
さ

す
ら
う
者
も
落
ち
着
く

先
は
故
郷
」
と
い
う
意

の
「
落
葉
帰
根
」
に
も
心

動
か
さ
れ
た
。
除
幕
式
は

１
９
９
０
年
６
月
17
日
。

　

霊
園
に
足
を
運
び
、
管

理
事
務
所
で
中
国
帰
国
者

の
墓
の
場
所
を
聞
く
と
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
た
。
進

行
方
向
を
上
っ
た
中
腹
の

Ｙ
字
路
に
ひ
と
き
わ
大
き

な
東
海
大
学
松
前
一
族
の

墓
が
あ
る
。
そ
の
右
手

小こ
み
ち径
を
少
し
歩
く
と
海
部

俊
樹
首
相
（
当
時
）
揮
毫

に
よ
る
「
中
国
帰
国
者
之

墓
」
と
２
歳
で
旧
満
州
奉

天
市
（
現
・
中
国
瀋
陽
市
）

に
渡
り
戦
後
帰
国
し
た
漫

画
家
ち
ば
て
つ
や
氏
デ
ザ

イ
ン
の
「
ま
ん
し
ゅ
う
地

蔵
」
が
建
つ
。
そ
の
日
も

綺
麗
な
仏
花
が
た
む
け
ら

れ
て
い
た
。
管
理
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
中
国
帰
国
者
・
日

る
。

　

お
金
と
お
墓
の
次
の
問

題
は
言
葉
の
壁
だ
。
河
合

弁
護
士
は
40
、
50
代
で
帰

国
し
た
人
た
ち
は
日
本
語

が
話
せ
な
い
の
で
ど
の
集

会
で
も
中
国
語
が
飛
び
交

う
。
こ
れ
で
は
日
本
の
社

会
に
参
加
で
き
な
い
と
思

い
、
御
徒
町
の
ビ
ル
１
階

と
地
階
を
借
り
て
「
家
」

を
設
立
。
中
国
か
ら
の
帰

国
者
た
ち
は
こ
こ
に
集
ま

り
合
唱
や
餃
子
を
作
っ
た

り
仲
良
く
し
て
い
る
。

　

池
田
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
ら
「
河
合
先
生

に
は
こ
れ
ま
で
本
当
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
」
に
続
き
「
40
年
前
の

日
本
は
私
た
ち
を
温
か
く

迎
え
て
く
れ
天
国
だ
っ
た

が
、
今
の
日
本
は
お
か
し

い
。
電
車
通
勤
で
座
り
た

い
と
思
っ
て
も
優
先
席
を

若
者
が
占
領
し
て
い
て
寝

た
ふ
り
や
携
帯
を
見
て
い

て
こ
ち
ら
と
目
を
合
わ
せ

よ
う
と
し
な
い
」
と
の
苦

言
。

  

こ
の
話
を
河
合
弁
護
士

に
ぶ
つ
け
る
と
「
日
本
人

が
人
に
優
し
く
な
い
国
民

に
な
っ
て
き
た
。
人
と
人

と
の
関
係
が
非
常
に
ギ
ク

シ
ャ
ク
し
て
い
る
。
個
人

情
報
の
過
剰
保
護
で
日
本

が
覆
面
社
会
に
な
っ
た
。

こ
れ
の
一
番
の
悪
用
は
行

政
文
書
の
黒
塗
り
だ
。『
個

人
情
報
の
保
護
』
は
公
人

が
悪
事
を
隠い
ん
ぺ
い蔽
す
る
た
め

の
魔
法
の
言
葉
に
な
っ
て

い
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
「
僕
も

登
場
し
た
土
屋
さ
ん
の

『
も
う
中
国
と
は
「
共
助
」

で
な
い
と
い
け
な
い
』
は

対
談
相
手
の
８
人
が
多
士

済
々
で
読
み
応
え
が
あ
っ

た
。
中
国
人
は
日
本
の
残

留
孤
児
を
我
が
子
同
然
に

育
て
て
く
れ
る
な
ど
優
し

い
。『
隣
の
大
国
と
仲
良

く
し
な
い
で
ど
う
す
る
』

だ
よ
」
と
言
い
、
日
本
の

行
く
末
を
正
視
し
た
。

弁
護
士
で
中
国
残
留
孤
児
の
国
籍
取
得
を

支
援
す
る
会
会
長
の
河
合
弘
之
氏

西多摩霊園にある「中国帰国者之墓」

河合氏も対談相手で登場
する『もう中国とは「共助」
でないといけない』

　

青
梅
間
税
会
は
５
月
18

日
、
羽
村
市
プ
リ
モ
ホ

ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
で
第
59

回
通
常
総
会
を
開
い
た
。

２
０
２
３
年
度
の
事
業
計

画
、
予
算
案
な
ど
を
全
会

一
致
で
承
認
し
た
＝
写

真
。１
４
９
会
員
が
出
席
。

総
会
後
の
意
見
交
換
会
も

４
年
ぶ
り
に
行
っ
た
。

　

23
年
度
は
、
10
月
１
日

か
ら
始
ま
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
定
着
を
後
押
し

し
、
制
度
に
関
す
る
講
演

会
の
開
催
、
税
を
考
え
る

週
間
へ
の
協
力
、「
税
の

標
語
」
の
募
集
活
動
な
ど

を
通
し
、
消
費
税
な
ど
に

関
す
る
啓
発
・
広
報
活
動

を
行
っ
て
い
く
。
確
定
申

告
の
広
報
活
動
に
も
引
き

続
き
取
り
組
む
。

　

田
村
実
会
長
は
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
は
、
消
費
税

の
よ
り
公
平
な
負
担
を
目

的
と
し
た
制
度
で
あ
り
、

青
梅
間
税
会
は
制
度
の
定

着
に
取
り
組
む
な
ど
、
円

滑
な
税
務
運
営
に
協
力
し

て
い
き
た
い
」
と
呼
び
か

け
た
。
来
賓
で
青
梅
税
務

署
の
青
木
裕
貴
署
長
が
祝

辞
を
述
べ
た
。

インボイス制度の定着に協力
　  青梅間税会が総会開催
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令和5年6月の営業
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定休日：毎週火曜日、6月７日、21日の水曜日

お越しの際はホームページか
電話でご確認ください。

井中居は令和5年6月15日をもちまして、閉店することとなりました。
長きにわたりご愛顧くださり、心より感謝を申し上げます。


